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 　　２０１５年度　公益社団法人 山形青年会議所

　　 第１回 役員候補者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１４年９月１８日（木）　　　　
１８：３０～１９：１５　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ 場　所 ：の ゝ 村        
1． 開  会                                          　　　武田専務理事候補者

2． ＪＣＩクリード唱和                              　　　
3． ＪＣＩミッション唱和                            　　　伊藤委員長候補者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                  　　　　岩田出向理事候補者
5． 東北ＪＣ宣言唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6． 出席者の確認（敬称略）                          　　　近藤事務局長候補者
理事長候補者                横　山　隆　太
直前理事長候補者            齊　藤　秀　昭
実行委員長候補者            鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              遠　藤　智　大
副理事長候補者              井　上　智　博
監事候補者                  鈴　木　　　力
監事候補者                  長　瀬　洋　一
監事候補者　　　　　　　　　三　沢　慶　洋
専務理事候補者              武　田　靖　裕
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              髙　野　秀　哉
常任理事候補者              安孫子　直　樹
常任理事候補者              庄　司　安　宏
常任理事候補者              會　田　智　弘
副実行委員長候補者　　　　　伊　藤　善　隆

本部長候補者　　            荒　井　要　雄（遅参）
委員長候補者　　　　　　　　河　又　勇　人
委員長候補者　　　　　　　　狩　野　慎一郎（欠席）
委員長候補者　　　　　　　　伊　藤　暢　宏
委員長候補者　　　　　　　　松　田　佳　人（遅参）

委員長候補者　　　　　　　　茂　木　政　樹
委員長候補者　　　　　　　　三　瓶　　　勝
総括幹事候補者　　　　　　　竹　田　ひろみ
出向理事候補者　　　　　　　岩　田　雄　治
財政局長候補者　　　　　　　丹　野　　　覚
事務局長候補者              近　藤　英　雄
＜オブザーバー＞

会務セクレタリー候補者      落　合　康　弘
会務セクレタリー候補者      加　藤　　　亮
会務セクレタリー候補者　　　菅　野　洋　輔
会務セクレタリー候補者　　　向　田　竜　也
７．会議成立の確認                          　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                    横山理事長候補者
９．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
討議事項その他含めて２件、報告依頼事項その他含めて４件
１０．理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
皆様おばんでございます。まずは２０１５年度第一回役員候補者会議にお集まり頂きまして誠にありがとうございます。２０１４年度の活動、そしてＡＳＰＡＣのＣＯＣでの活動も大変お忙しい中でありますが、あらためて２０１５年度の山形青年会議所の理事という大役をお引き受け頂きましたことに心から感謝を申し上げます。初理事の皆様、会務セクレタリーの皆様にとって、こののゝ村での第１回役員候補者会議は始めての機会です。私も２００８年に会務セクレタリーとして参加したときのことを覚えておりますが大変緊張されていると思います。お一人お一人に理事をお受け頂く際に、それぞれの仕事のことやＪＣに対しての考え方人生観などもお話をさせて頂きました。皆様とお話をさせて頂くことは私にとってありがたい、素晴らしい機会になりましたし、本日この最初の会議に皆様にお集まり頂きましたことが本当に嬉しく思います。これからも何卒宜しくお願いしたいと思います。私はＪＣが大好きです。何年か前から挨拶をする機会がある時にこの言葉を話すことがありましたが、好きこそものの上手なれとも言いますが、私はＪＣの活動やＪＣに入ったからこそ皆様と出会うことができたことに本当に感謝しております。そして理事長という役職を務めさせて頂く中で、自分が心から誇れるこの組織、活動をメンバーの皆様、地域の皆様にしっかりと発信していかなければならないと感じております。。まずは、第一回としてスタートしますので、本日皆様活発な意見を頂きまして、この後は懇親会もございますので、長丁場になりますが充実した会議になることをご祈念申し上げまして、２０１５年度理事長としての挨拶と代えさせて頂きます。本日は宜しくお願い致します。ありがとうございます。
１１．直前理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤直前理事長候補者

みなさんこんばんは。まずは第１回役員候補者会議のご開催誠におめでとうございます。今ほど横山理事長からも素晴らしい力強い挨拶がございました。非常にいつも本当に腹を決めて挨拶をしているなというふうに私も正副、常任という形で感じております。また今回、この度初の役員候補者会議と言うことで皆様とも若干お話させて頂きましたけども、初理事の方々は私も経験ありますけども非常に緊張した面持ちで、緊張とまた静かなやる気を感じております。青年会議所は言わずもがな単年度制でございまして、毎年毎年役職が変わります。またここにいらっしゃる皆様もまた今年も同じ役職の方もいらっしゃいますが、しっかりその役職があって、そしてその所信があって役職があって行動があります。まずは横山理事長の所信をしっかり読み込んで頂きまして、ＬＯＭの方針、方向性しっかりと理解し、そしてその自分の役職をしっかり意識して、副理事長、常任、委員長と非常に大事な役職でありますので、私も委員長をさせてもらった頃は、委員長が中心だなんて思っていた時代もありました、しかし常任理事は常任理事で委員長をしっかりと指導する大事な役目でありますし、そしてそのトップの副理事長は、理事長代理であります。副理事長がしっかりしてないとライン自体がまともな動きをしません。ということをしっかりとそれぞれ認識頂いて、２０１５年は頑張って頂きたいのと思います。また、横山理事長のおっしゃる通り、その頂いたチャンスから逃げずにしっかりと背中を見せて一人でも多くのメンバーを巻き込んで下さい。自分だけで抱え込まないで、人のせいにせず、多くの人の力を借りれば必ず横山理事長の力強いリーダーシップの下、２０１５年は成功します。是非そういった部分を日々向き合いながらスキルを磨いて共に頑張りましょう。それでは、本日も宜しくお願い致します。
１２．議事
【討議事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
討－０２　その他
削除
（以下、『候補者』表記を割愛）

討－０１　２０１５年度　理事長所信（案）に関する件
丹野財政局長　　【所信読み上げ】
竹田総括幹事　　【所信読み上げ】
河又委員長　　　【所信読み上げ】
伊藤委員長　　　【所信読み上げ】
松田委員長　　　【所信読み上げ】
岩田出向理事　　【所信読み上げ】
茂木委員長　　　【所信読み上げ】
三瓶委員長　　　【所信読み上げ】

岩田出向理事【質問】
６８行目「創立６０周年を記念する」とあるが、間違いなく記念事業として行うのか。
横山理事長【回答】
記念事業の一つとして考えている。その認識でお願いしたい。
竹田総括幹事【質問】
３３行目「設立」、６８行目「創立」、それぞれ意味があって言葉を変えているのか。
横山理事長【回答】
意識していなかったため、次回までに言葉の意味を考え、修正する。
丹野財政局長【質問】
「やまがた」、「山形」の表記、「ひと」、「人」の表記が違う意図はあるのか。
武田専務理事【回答】
統一表記の資料を今後お渡しするが、「やまがた」、「ひと」、「まち」それぞれ平仮名、漢字と意味合いが違う。そちらのルールに基づいて使って頂きたい。理事長所信の中でも、そのルールに基づいて使っている。
松田委員長【意見】
１２５行目「国内外から８千人以上も」は、「国内外から８千人以上の方も」のほうがよいのではないか。
三瓶委員長【意見】
花火大会の部分の「ボランティア」という表記について、今年度のボランティア募集の際には、「市民サポーター」という表現を使用した。「ボランティア」と「サポーター」では意味合いも違う。
【報告依頼事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
報―０４　その他

削除
報―０１　諸会議運営について
２０１４年度から変更点はなし。
議案上程回数は、原則協議２回、審議１回とする。
議案上程については、例年同様７．５．３システム、候補者段階では５．３．１システムとする。
報―０２　委員会配属会議について
平成２６年９月２９日（月）１７：３０登録開始、１８：００開会。
場所は愛和建設株式会社１階会議室。

報―０３　今後のスケジュールについて
資料の右側が２０１５年度のスケジュール。
随時更新していく。

武田専務理事候補者【補足】
２０１５年度組織図を確認して頂くと、出向者を記載させて頂いている。
全国大会運営会議議長として井上智博君、総括幹事として岩田雄治君、総務委員会国家グループ担当室監事として庄司安宏君が日本へ出向して頂く。

１３．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
第２回役員候補者会議　２０１４年１０月７日（火）１８：３０～　場所：愛和建設株式会社１階会議室
１４．監事講評
三沢監事
まずは本日２０１５年度第１回役員候補者会議ということで、６０周年の第一歩、横山理事長おめでとうございます。理事長所信について、常任理事候補者の皆様は何度か目にしておりますが、理事候補者の皆様におかれましては初めて目にしたことと思います。来年は、ＡＳＰＡＣの翌年、山形ＪＣ６０周年、またまちの皆様との花火大会と、本当にいろんなところで、来年一年間この山形ＪＣはいろんな角度から、いろんな方々から本当に注目される青年会議所なのかなと感じているところでございます。本日所信の読み上げがありましたが、ぜひ各正副常任、各理事候補者の皆様におかれましては、理事長の思いを形にしていただいて、来年様々なところから見られるＬＯＭというところを考えながら、しっかりと一年間山形ＪＣを引っ張っていただきたいと思っております。ありがとうございました。
長瀬監事
皆様こんばんは。本日は第一回の役員候補者会議ということで、ご盛会誠におめでとうございます。本日は第一回ということで一つだけお話をさせて頂きたいと思っております。私が会頭の所信や理事長の所信を見させて頂いた中で、やはり組織というものの重要さを見ておりました。強いて言うなら今日皆様が揃ったとき、今日が一番結束力が強いときなのかと思います。段々と流れていきますので、特に今日皆様の頭の中には理事長の所信であったり、いろんなルールであったりというものが頭の中へ入ってくる日なのかなと思っております。ですので、全員揃って一回目を迎えたかったと思っているところであります。私たちもよく、鈴木実行委員長も言われておりましたけれども、一つ上の役職を頂いて、そこに私たちはチャレンジしているのだと、そこに追いつくためにこの役職をうけてやっているのだとよく言われておりましたけれども、私もそうなのかなと思いまして、今回の役職を頂いているところであります。皆様と共に一緒に勉強させて頂きたいと思っております。その中で、私たちも当然同級生などの様々なメンバーがおります。他の会員の方から見たときに私たちがあだ名で呼び合うとどうしても役職というところを忘れてしまって、すごく軽く見られてしまうというところがあります。ですので、特にこの理事構成メンバーの皆様からはできるだけ役職で呼んで頂きたいと思います。それによって私たちもそれぞれしっかりと成長できるのかと思っております。まず一回目ですので、ぜひそちらをお願いしたいと思っております。会頭の所信、理事長の所信、共に言葉の似ているところ、そういったところを目指してやっているんだなということがよく見えるところでありました。会頭所信の「決めごと」、理事長所信の「当たり前のこと」、まずはこれを今年一年しっかりとやっていければなと思います。どうしても忙しくなるとこれでいいとなってしまうんですけれども、しっかりと先ほどの諸会議運営の話も出ておりますので、まずはルールをしっかり守って、徹底していければと思っております。山形青年会議所がしっかりと魅力ある団体であること、そして力強く実行していける団体であること、そういった団体になりますことを祈念申し上げて、第一回の監事講評とさせて頂きます。
鈴木監事
まず初めに横山理事長第一回の役員候補者会議ということで、ご盛会誠におめでとうございます。また理事構成メンバーの皆様におかれましては、多くの皆様からご参会頂きまして、残念ながら欠席という方も
いらっしゃいますが、引き続きこの結束力をしっかりとこのＬＯＭで培っていきまして、２０１５年度スタートを切れるように、皆様のご活躍、頑張りをしっかり見せて頂きたいです。両監事からありましたが、私から一つお話させて頂きます。本来であれば第一回ということもあり、セレモニーの際の立ち方、またお座敷でのマナー、服装等お話をさせて頂きたいところもありますが、本日私が一番お話させて頂きたいことは、三沢監事からもありましたが、私たちはＡＳＰＡＣを終えた団体、ＬＯＭということです。今まではＡＳＰＡＣを行うＬＯＭとして、多くの方から見られてまいりました。しかし、私たち２０１５年に関しましてはＡＳＰＡＣを終えたＬＯＭとして見られます。またこちらにお集まり頂いている皆様に関しましては、来年は理事という大役のなかで、ＬＯＭのメンバー、そしてＡＳＰＡＣを経験しなかったメンバーが入会され、皆様の姿を見ます。その背中を追いながら、若いメンバーはこれからの山形青年会議所をしっかりとしたものとしていけるように、私たちはその姿を見せなければならないと思います。そのためには私たち自身、理事長所信にもあります決まり事などそういったものをしっかりと守れるでしょうか。守っていかなければならないのがこの青年会議所であると私は感じております。６０周年という節目の年のなかで、これまで先輩がしっかりと築いてくださったもの、それが希薄になっているものはありませんか。１０年選手が少なくなった、入会年度が遅くなった、しかしながら私たちはこれまでの歩みを止めることなく、さらによりよいものとして今後の山形青年会議所を見据え、６０周年から７０周年に向けて、私たちは進んでいかなければなりません。そのために私たちができること、やらなければならないこと、私たちのできることを精一杯やることが今後の山形青年会議所、そして一つ一つの事業に響いていくものだと私は感じております。まだ２０１４年がしっかりと節目を迎えるまでの時間と２０１５年が始まるまでの時間が重なる大変多忙な時期となろうかと思いますが、一つ一つをしっかりと進めながら、２０１５年度の船出を皆でしっかりといけるように、そして２０１５年度を私たちがＪＣ活動の新たな発信のできる時代となりますよう皆様のご活躍、そして活動に対しての前向きな気持ちを持って頂くことをご祈念申し上げまして、簡単ではございますが監事講評とさせて頂きます。本日はお疲れ様でした。
１５．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
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